
基本方針 目標 目標を達成するための施策 NO 施策の内容

施策1

地域公共交通サービス

の維持確保及び改善

1
交通事業者との協議を進めながら、基幹交通の運行効率化により生まれたリソースを不便な路線に再配分することでサービ

スの利便性向上を図ります。また、基幹・幹線・支線交通相互の乗換が円滑に行えるダイヤの見直し等を進めます。

随時実施

運行改善は順次実施
○

◎本町花川線と路線バスの円滑な乗継を意識したダイヤの作成

・本町花川線・厚田花川線運行に当たり、路線バス事業者と協議を行い乗継可能なダイヤを構

築した。

【今後の予定】

・中央バスとの継続的な協議

・札幌石狩間の新たな幹線交通の検討

施策2

基幹交通の確立に向け

たバス路線再編及び

BHLS導入の検討

2

北海道新幹線の「新函館北斗～札幌」間の開業により、札幌圏における交通状況の大きな変化が予測されており、本市にお

いても経済・観光交流拡大に向けて北海道新幹線からの二次交通の充実が必要と考えており、現在整備を進めている札幌駅

交通ターミナルへの接続についても札幌市をはじめとした関係機関との協議を行いながら検討します。

R6～R11：調査検討

R11～R12：実施
-

【今後の予定】

・北海道新幹線の進捗状況を把握しながら、札幌市をはじめ関係者との協議を進めていく。

施策3

AIオンデマンド交通

『いつモ』の本格運行

3
本運行の利便性・持続可能性・生産性を向上していくため、多様な関係者と『共創』を図りながら取組を推進していきま

す。

R6～R7：実証運行

R7～：本格運行
◎

◎官民連携によるデマンド事業の実施

→ILOTでデマンド事業を運行する体制を構築した。

【今後の予定】

・R8.4より通勤デマンド・本町花川線・厚田花川線・浜益デマンドの運行もILOTで行う

施策4

バス交通空白地におけ

る移動手段の確保

4

旧石狩地区における生振地区以外のバス交通空白地については、現状タクシー以外の移動手段が無い状況であり、福祉輸送

との連携可能性や、地域住民自らが運行の担い手となる厚田区の様なサポート交通の導入可能性について、地域住民との意

見交換を行いながら検討します。

随時実施
-

【今後の予定】

各地区の地域特性を踏まえた上で、地域住民及び交通事業者とも課題感を共有しながら、適切

な交通手段について検討を進める。

5 高齢化社会の進展や障がい者の社会進出に対応するため、公共交通のバリアフリー化を推進します。
随時実施

運行改善は順次実施
○

◎バリアフリー車両の導入・活用

・市内デマンドはバリアフリー車両（タクシー営業車）にて運行開始。

【今後の予定】

・厚田花川線の車両もバリアフリー車両使用予定

6
市民が安心して生活できる持続可能な地域公共交通サービスを提供するため、利用者ニーズを把握しながら利便性向上に努

め、国や北海道による補助の活用も想定しながら、現行の路線バス・自家用有償旅客運送の維持・確保を図ります。

随時実施

運行改善は順次実施
○

◎路線バス廃止に伴う代替交通の構築

・石狩線・厚田線・トーメン団地線廃止に伴い、新たな代替交通を構築し、地域の移動手段の

確保を図りました。

◎利便増進計画の策定

7

路線バスに代わる石狩湾新港地域への効率的な新たな交通体系の確立及び市街地の周遊性向上を目的に現在実証運行を実施

しているAIオンデマンド交通『いつモ』について、実証運行の結果を踏まえシステムや運行方法の改善を検討しながら早

期の本格運行を目指します。

R6～R7：実証運行

R7～：本格運行
○

◎通勤デマンド

・実証スキームを変え、石狩市街地2か所から新港地域への送迎を実施

◎市内デマンド

・R7よりタクシー営業車を活用した新たな事業スキームで本格運行

◎本町花川線

・R7.12.15より運行開始

◎浜益地域線・浜益厚田線

・R7.10.1よりシステム化

【今後の予定】

・R8.4.1より厚田花川線運行

・R8.4.1より通勤デマンド・本町花川線本格運行

8 令和6 年度（2024 年度）は引き続き実証運行を続け、令和7 年度（2025 年度）以降の本格運行を目指します。
R6～R7：実証運行

R7～：本格運行
○

◎通勤デマンド

・R７は事業スキームを変えて実証

◎本町花川線

・R7.12.15より運行開始

【今後の予定】

・R8.4.1より厚田花川線運行

・R8.4.1より通勤デマンド・本町花川線本格運行

9
本市において広域に存在するバス交通空白地に対して、多様な移動手段（タクシー、乗合自動車、スクールバス、福祉輸送

等）を活用して移動手段の確保に努めます。

随時実施
○

◎市内の交通モード（ヒト・モノの移動）に関して、全庁的な調査を実施。

【今後の予定】

・あつたライフサポートの会と厚田花川線との乗継手法等について検討を行う

・福祉事業者と事業の共同化等の可能性を検討

10

浜益区については、現在乗合自動車（浜益厚田間・浜益滝川間）やスクールバス一般混乗により移動手段を確保している状

況であり、浜厚線の路線バスとの接続性と区内移動の利便性向上、滝浜線の復路便の乗降場所改善など運行方法の改善を図

りながら現在の移動手段の維持確保に努めます。見直しが実施された際には、地域住民や来訪者が理解しやすいパンフレッ

ト作成に努めます。

随時実施
○

◎デマンドシステム及び車両の導入

・浜益地域線・浜益厚田線をシステム化し、アプリ・コールセンター両方から予約が可能な体

制を構築（R7.10）

・車両を新たに２台増やし、浜益厚田線・浜益地域線を分けて運行する体制を構築（R7.10）

【今後の予定】

・地域のマンパワーを活用した持続可能な移動サービス事業構築について地域と検討を進め

る。

11

厚田区については、道の駅「あいろーど厚田」以北や国道231 号沿線以外はバス交通空白地となっており、スクールバス

一般混乗（発足線）やNPO 法人あつたライフサポートの会による施設や最寄りバス停への送迎により移動手段の確保がな

されている状況であるため、運行方法の改善や持続可能な運行体制の確保を図りながら現在の移動手段の維持確保に努めま

す。

随時実施
○

◎厚田花川線の構築

・厚田線・トーメン団地線廃止に伴い、代替交通として地域交通事業者が運行する厚田花川線

の構築を行った。

【今後の予定】

・地域のマンパワーを活用した持続可能な移動サービス事業構築について地域と検討を進め

る。

12
生振地区については、現在AI オンデマンド交通『いつモ』実証運行の市内オンデマンドの対象エリアとしており、本格運

行を目指すことでタクシー以外の新たな移動手段の確保を目指します。

随時実施
◎

◎市内デマンドの本格稼働

・本格運行においても生振エリアを対象エリアとした。

基本方針①

多様な手段

による効率

的・効果的

な地域公共

交通ネット

ワークの再

構築

目標①

 階層的な地域

公共交通ネッ

トワークの形

成による効率

性の向上

目標②

 多様な交通手

段の活用によ

る持続可能な

移動手段の確

保

施策1

地域公共交通サービス

の維持確保及び改善

施策3

AIオンデマンド交通

『いつモ』の本格運行

施策4

バス交通空白地におけ

る移動手段の確保

地域公共交通計画の進捗状況及び今後の予定について

計画の体系
実施スケジュール R7取組状況及び今後の予定

◎：実施済み

（6項目(+2)） 資料１
○：一部実施

（17項目(+3)）

－：未実施

（8項目(-5)）

1



基本方針 目標 目標を達成するための施策 NO 施策の内容

地域公共交通計画の進捗状況及び今後の予定について

計画の体系
実施スケジュール R7取組状況及び今後の予定

◎：実施済み

（6項目(+2)） 資料１
○：一部実施

（17項目(+3)）

－：未実施

（8項目(-5)）

13

多様な交通手段による地域公共交通をシームレスに接続するためには、新たに円滑な乗り換えを可能とする交通結節点が必

要となりますが、現状として交通結節点として機能しているのは路線バスと浜益厚田間乗合自動車が接続する道の駅「あい

ろーど厚田」のみとなります。

そのため、現状で複数の系統が接続し、乗換が多く発生している市役所周辺や石狩湾新港地域へのアクセスを考慮した花川

南地区や都市機能施設が集中する花川北地区などで交通結節点の創出を目指します。

R6～R8：調査検討

R8～R12：実施
○

◎交通結節点の創出（花川北地区）

・本町花川線運行に合わせ市庁舎正面玄関前にデマンド線の停留所設置。

◎交通結節点の創出（花川南地区）

・複数の路線が輻輳する花川南5－3停車場に近接するラルズマート花川南店の駐車場を活用

し、通勤デマンド及び本町花川線の停車スペースを設置（株式会社ラルズと駐車場利用の覚書

締結）。

【今後の予定】

・石狩庁舎前のバス停が点在していることから、停留所の集約に向けた検討を進める。

14
交通結節点の創出にあたっては、新たなバスターミナルとしての整備だけでなく、既存施設（商業・医療等）との連携に

よって円滑な乗換、快適な待合が出来る環境整備を目指します。

R6～R8：調査検討

R8～R12：実施
○

◎企業との協力体制の構築

・株式会社ラルズと包括連携協定を結び、交通に関して更なる協力体制を構築（R7.3）。

・本町花川線運行に合わせて、石狩病院と駐車場利用に関する覚書を締結（R7.12）。

【今後の予定】

市内商業施設及び医療機関等とデマンド事業に関して協力体制の構築を推進。

15

現在実証運行を行っているAI オンデマンド交通『いつモ』では、地域との共創として、『ラルズマート花川南店』、『イ

オンスーパーセンター石狩緑苑台店』、『石狩病院』と連携し、敷地内への車両の乗り入れ、施設内での待合などを行い、

利用者の待合環境向上を図っています。

R6～R8：調査検討

R8～R12：実施
◎

◎企業との協力体制の構築

・市内商業施設及び医療機関とデマンド事業に関して協力体制を構築し、施設内に待合スペー

スの設置等の協力を得た。

施策1

地域公共交通サービス

の維持確保及び改善

16
本市が事業主体となって運行する自家用有償旅客運送については、幹線交通との円滑な接続などの運行方法の改善について

検討し、わかりやすいパンフレット作成などにより誰でも利用しやすい環境整備に努めます。

随時実施

運行改善は順次実施
◎

◎利用しやすい環境の整備

・市内公共交通を取りまとめた冊子（公共交通まるわかりbook（紙媒体・デジタルbook））

を作成。紙媒体の冊子は市内全戸に配布（デジタルbookはHPにて公開）（R8.3）

施策2

基幹交通の確立に向け

たバス路線再編及び

BHLS導入の検討

17
石狩庁舎前から花川南3 丁目通を経由して地下鉄麻生駅及び札幌ターミナルへと結ぶ路線は、現在複数の系統が重複してい

ることから、ダイヤ等の再編による運行の効率化について検討します。

R6～R11：調査検討

R11～R12：実施
-

中央バスとの継続的な協議

施策3

AIオンデマンド交通

『いつモ』の本格運行

18 交通事業者との協議を進めながら、サービスエリアの拡大についても検討します。
R6～R7：実証運行

R7～：本格運行
◎

◎サービスの拡大

・市内デマンド事業エリアの見直しを行い、花川・樽川の幹線バスエリアから、「B&G海洋セ

ンター」「樽川調整区域」に行くことを可能にした（R7～）。

施策5

交通結節点の創出に向

けた検討

19
交通結節点の創出にあたっては、新たなバスターミナルとしての整備だけでなく、既存施設（商業・医療等）との連携に

よって円滑な乗換、快適な待合が出来る環境整備を目指します。

R6～R8：調査検討

R8～R12：実施
○

◎企業との協力体制の構築

・株式会社ラルズと包括連携協定を結び、交通に関して更なる協力体制を構築（R7.3）。

・本町花川線運行に合わせて、石狩病院と駐車場利用に関する覚書を締結（R7.12）。

【今後の予定】

市内商業施設及び医療機関等とデマンド事業に関して協力体制を構築。

20

わかりやすい情報提供を実現するにはデジタル技術の活用が必要不可欠であり、目的地までの複数の手段による移動を1 つ

のアプリで情報提供する機能を充実していきます。将来的には経路検索だけでなく、予約や決済までを1 つのサービスとし

て提供する石狩版MaaSを目指します。

随時実施
○

◎石狩版MaaSの推進

・デマンドシステムを国内ベンダーのシステムに変更。操作性の向上及びランニングコストの

低減を図った（R6.12）。

・浜益地域線・浜益厚田線にデマンドシステム導入（R7.10）。

・厚田花川線運行開始に併せて浜益厚田線と厚田花川線の乗継予約をワンタイムで行う仕組み

を構築（R8.3）。

21
交通結節点においては、乗り換えるバスの位置情報等が誰にでもわかりやすく見ることが出来るデジタルサイネージ（電子

掲示板）の設置についても導入を検討します。

随時実施
-

交通結節点の環境整備と合わせて、検討を進めていく

22
北海道中央バス㈱石狩市内路線の運行情報を石狩市公式LINE にてプッシュ通知する取り組みを開始しており、取り組みの

継続及び充実を進めていきます。

随時実施
○

◎中央バスとの情報連係

・中央バスHPにて運行（遅延）情報をオンタイムで掲載するサービスを始めたことから、石

狩市公式LINEとの情報連携を行った（R6～）。

【今後の予定】

・デマンド交通の運休情報等をタイムリーに利用者に伝える仕組みの検討を進める

基本方針②

誰もが便利

に利用出来

るシームレ

スな利用環

境の創出

目標③

 円滑に乗換・

待合可能な交

通結節点の創

出

施策5

交通結節点の創出に向

けた検討

目標④

 利便性の高い

ダイヤ設定や

運行情報発信

の充実化

施策6

デジタル技術を活用し

た公共交通に関する情

報発信機能の強化

2



基本方針 目標 目標を達成するための施策 NO 施策の内容

地域公共交通計画の進捗状況及び今後の予定について

計画の体系
実施スケジュール R7取組状況及び今後の予定

◎：実施済み

（6項目(+2)） 資料１
○：一部実施

（17項目(+3)）

－：未実施

（8項目(-5)）

施策6

デジタル技術を活用し

た公共交通に関する情

報発信機能の強化

23
現在AI オンデマンド交通実証運行『いつモ』で運用しているスマートフォン用アプリでは、目的地に対して路線バスの情

報含めて経路検索が可能となっており、機能の充実や市民への利用方法等の周知を推進します。

随時実施
〇

◎デマンドシステムの機能の充実

・デマンドシステムを国内ベンダーのシステムに変更。操作性の向上及びランニングコストの

低減を図った（R6.12）。

・浜益地域線・浜益厚田線7にデマンドシステム導入（R7.10）。

・厚田花川線運行開始に併せて浜益厚田線と厚田花川線の乗継予約をワンタイムで行う仕組み

を構築（R8.3）。

24

地域公共交通の維持に向けた市民の意識醸成《“住民が公共交通を利用して守る”や“公共交通を利用したい”》を図るため、

学校・事業所・特定地区及び団体等を対象とした地域・世代に応じた利用促進策（乗り方教室、体験乗車会、意見交換会、

広報誌による啓発 等）を実施し、利用しなければ存続出来ないといった危機感を地域住民とも共有し、公共交通への転換

を促していきます。

随時実施
〇

◎R7実績

※代替交通に関する報告会・意見交換会及び乗り方体験会

・報告会：5会場、延べ167名

・意見交換会：15会場、延べ316名

・地域報告会：8会場、延べ271名

・本町花川線「乗り方体験会」：2会場、延べ134名

・厚田花川線「乗り方体験会」：8会場、延べ187名

25
各種施設（公共施設、観光施設、商業施設等）と連携し、地域のイベントなどでの利用促進に向けた企画などについて検討

します。

随時実施
-

【今後の予定】

利用促進のコンセプトを明確にして、ステークホルダーとなる事業者と協議を進める。

26
公共交通の利用増加による持続性向上や低炭素社会の実現に向けて、行政や民間企業などでのノーカーデーの取組を実施し

ます。

随時実施
◎

◎環境負荷低減の取組みの推進

・環境所管と共同で職員の移動手段に対し公共交通等の利用やエコドライブを働きかけた。

①いしかり断車離チャレンジ ～2050年ゼロカーボンシティ実現に向けて～

対象者：石狩市役所職員の内、自家用車により通勤している方

実施日：令和７年９月毎週金曜日（全４回）

②「ゼロカーボン×エコドライブ」コンテストへの参加

実施内容 ： 本市と包括連携協定を締結している、あいおいニッセイ同和損害保険㈱主催のゼ

ロカーボンイベントに参加したもの。

結果：５チーム（計17人） ※道内全体で516チーム（計2,054人）が参加

施策2

基幹交通の確立に向け

たバス路線再編及び

BHLS導入の検討

27
バス運転手の不足が深刻化している中、ダイヤ等の再編による効率化だけでなく、輸送力の向上に向けて、BHLS（バス・

ハイレベルサービス）の導入について検討します。

R6～R11：調査検討

R11～R12：実施
-

【今後の予定】

・中央バスとの継続的な協議

・札幌石狩間の新たな幹線交通の検討

28

多様な交通手段（路線バス、タクシー、自家用有償旅客運送）において、運転手の人手不足及び高齢化が深刻化していま

す。そのため、担い手確保に対する対策として、関係機関と連携しながら様々な施策（職業体験、免許取得支援、説明会、

広報活動等）を推進します。

随時実施
○

◎地域おこし協力隊制度の活用（R7～）

・交通事業に従事する２名の地域おこし協力隊隊員を採用し、浜益地域線のドライバーとして

活動してもらった。

◎運輸局・自衛隊共催合同就職相談会への参加（R7.11.29）

・退職予定自衛官の運転体験・合同就職相談会に市内交通事業者と参加

【今後の予定】

・合同企業就職説明会等への参加及び企画

29
本市としては、市が主催する就職説明会への交通事業者の参画や広報誌を通じたPR 等を行っており、これらの取り組みを

継続・充実を図っていきます。

随時実施
○

◎市内合同企業就職説明会への交通事業者の参加

・合同企業就職説明会への交通事業者の参加

30
バス交通空白地においては、地域住民自らが運行の担い手となる厚田区の様なサポート交通の導入可能性について、地域住

民との意見交換を行いながら検討します。

随時実施
-

【今後の予定】

各地区の地域特性を踏まえた上で、地域住民及び交通事業者とも課題感を共有しながら、適切

な交通手段について検討を進める。

31

近年、全国各地で運転手不足に対する解消策として自動運転による地域公共交通サービスの実証実験が行われております。

直ちに本市において自動運転による移動手段の確立は難しいと考えておりますが、動向を注視して将来的な活用についても

検討を進めます。

随時実施
-

【今後の予定】

自動運転先進自治体にヒアリングを行いながら可能性を検討

基本方針④

地域公共交

通の担い手

確保に向け

た取組の推

進

目標⑥

 担い手確保に

よる移動手段

の維持確保

施策8

公共交通の担い手確保

に向けた取組の推進

基本方針③

地域特性に

応じた公共

交通利用促

進策の推進

目標⑤

 公共交通を利

用する市民意

識の醸成
施策7

公共交通の利用促進に

向けた取組の推進

3


